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ン林富美子

ニニ

うい公アサやｽ ﾜ ﾝ カード会員卦栗お問い合

1藍嘩f[罰【神戸TELO78-232-2431)まても
宮萎企画露ｎ

Ｕ
この広告のお問い合わせ 愛

を
呼
吸
す
る
、
タ
ン
ザ
ナ
イ
ト
。
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謹 賀新年
観じ、観じながら、人も、土地も、
建物も活かしてゆきたい。
祈り、念じ、おだやかさの中に、
烈しさを持ちたい。
「どう活かすか」の実践の時代を
迎え、一つ一つの事例の道づくり
の為に、全身全霊を傾け、燃焼し
続けてゆきたい。

株式会社エルアイシー
代表取締役社長
青木幸夫

エルアイシーは不動産を芸術で考える会社です。
商璽不動産事蕊晋十面コンサルタント

倖壷委社エルアイシー〒6 5 O 神戸市中央璽晶中町6丁目9 番錐の1 ボー ﾄ ｱ ｲ ﾗ ﾝ ド固唾流会館8ＦT E L ､ 0 7 8 - 3 0 2 - 4 0 0 9 W f j F A X " 0 沼- 如き1 3 2 0
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神戸市潔区山田町3 - 2 - 2 6 六甲ＳＫビル
念（078）822-3337㈹

長田豊二氏御令嬢

１４

Ｆ表 = 一一

き
も
の
着
付
・
ヘ
ア
ー
・
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
は

ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
美
容
室
。

（
電
話
○
七
八
’
九
四
二
－
二
八
三
九
）

今
年
ご
成
人
な
さ
っ
た
長
冊
洋
ｆ
様
の
崎
れ
着

を
ご
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

二
十
才
の
お
祝
い
着
に
ふ
さ
わ
し
い
お
振
袖
で

す
。
黒
地
金
通
し
の
炎
地
に
古
典
春
秋
の
花
の
宴

模
様
…
…
…
立
派
で
ｔ
敵
で
す
。

思
い
出
の
お
召
し
物
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

瞳敏六扇両~＝吾ぞ読厄22>3337

〆

Ｉ
睡
鋸

蝿

男
》

和
装
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

荒
川
豊
子
力
淡
需
友
井
稚
視

４

一己一＝＝

〆 ４
一望霊謹

きもの＆おしゃれ小物

長田洋子さん
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貴金属製造に携わって3 0 年。
ジュエリーの事ならおまかせ下さい。

思い出の指輪、イヤリング
なたの想いをそのままジュエリーに

再現いたします。
鮮やかに、色をそえて…

とにかく、まず御相談下さい。

取扱店募集中

、／

峰．

宗び

一言一

国三宮

グー

‘’－３超郵少"

鼻一卿

国三宮

オームｒ
Ｊ

中央区港島中町7 - 5 - 1
バールシティ内
３Ｆ／３０３．３０４
ＴＥＬＯ７８(303)6257
ＦＡＸＯ７８(303 )６２９５

しますilljWI言 割

画腫ピンエス皿四列凸

P E A R L C l T V

鰯電話にて予約承ります
リフォーム相談日
１／28(火)・２／４㈹
078(303)6257
ＡＭ１０:００～ＰＭ５:００

土日祝休新年は１/ ６月から
｡
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西村功画伯

里

に》nSinstreetgaIlery<33〉

' 一生田新道に面したストリートギャラＩ

雷
舜

．ときめきバンクーガノＵしん。
I まｒ共感･ 対話･ 信頼」を企業
理念として、地域の文化・芸
術の育成に努めております。
この‐かんしんストリート

ギャラリーP も芸術の香I C をほ
のかに漂わせたアートスポツ
トとして、本年は、神戸を描
くシリーズと題し、神戸の街
角の風景を描いた作品を耀介
して1 ①きます。

神戸を描くシリーズー
第１回西村功

神戸市中央区下山手通2 丁目1 2 - 3 〒6 5 0
PHONE(078)332-5151㈹Fax【07F)誼3-98洞

作／西村功「風見鶏を望む」1 9 8 9 年
堅一蕊睡鍔昌鍵晶溌翻巷‘恥

席・唾雪
国もＰ
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ｐ
ｌ
ｐ
ｌ 去

る
ｎ
月
、
神
戸
海
洋
博
物
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
Ⅶ
で
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
金
岡

み
ゆ
き
さ
ん
。

金
岡
さ
ん
は
、
切
年
４
月
よ
り
神
戸
服
装
専
門
学
校
で
教
員
と
し
て
洋
裁
を
教
え
な
が
ら
、
自
ら
の
腕
を
磨
く
べ
く
勉
強
を
続
け

る
毎
日
を
お
く
っ
て
お
ら
れ
る
。

。
「
受
賞
時
の
感
想
は
？
」
と
の
問
い
に
、
「
緊
張
し
て
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
色
々
と
協
力
し
て
下
さ
っ
た
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
ん
な
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
」
と
、
第
一
印
象
と
同
様
、
謙
虚
に
答
え
て
く
れ
た
。

そ
の
控
え
目
な
印
象
と
は
裏
腹
に
、
彼
女
の
生
み
出
す
デ
ザ
イ
ン
は
と
て
も
独
創
的
だ
。
デ
ザ
イ
、
／
に
関
し
て
は
、
「
あ
く
ま
で

も
服
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
オ
ブ
ジ
ェ
と
か
そ
う
い
っ
た
感
じ
で
は
な
く
、
服
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で

も
人
が
身
に
付
け
て
こ
そ
服
だ
と
思
う
の
で
す
」
と
、
落
ち
着
い
て
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
語
っ
て
く
れ
た
み
ゆ
き
さ
ん
。

同
校
の
横
田
初
江
校
長
日
く
、
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
と
い
う
二
つ
の
側
面
、
両
方
に
関
し
て
と
て
も
優
れ
た
能
力
を
待

っ
て
い
る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
逸
材
で
す
」
…
…
Ｏ

機
会
が
あ
れ
ば
、
パ
リ
で
勉
強
し
て
み
た
い
と
語
る
彼
女
。
次
々
と
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生
み
出
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

宙
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子
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１月のハーフツベスは､ お肌をひきしめ若返らせるローズマリー
ゆっくり温まって､ つるつるの素肌を実感してください。

ハーブの薬効成分を浴びる、
６つのバスのサウナコース1 , 9 0 0 円
サウナ●月替わりハーブバス●ハーブサウナ
冷水超音波バス⑤温水バイブラバス●マッサージシャワー
深夜割引(夜1 2時～夜2時受付) 1 , 2 0 0 円・学生割引1 . 6 0 0 円

マッサージ3 . 5 0 0 円オイルマッサージ6 , 0 0 0 円
ブラッシング& オイルマッサージ7 2 0 0 円
エステテイツクツイン9 , 5 0 0 円(全身のｵ ｲ ﾙ ﾏ ｯ ｻ ｰ ジと芙諏をｾ ｯ ﾄ に】
美顔4 . 5 0 0 円～5‘5 0 0 円

* 上記料金に消費税は含まれておりません｡

狐 ″

『叩I D唾u t Y 罰｡ n F m L n d 肥冒

K O B E L A D I E S S A U N A

すこやかな 'よ、
､ 鶏ご ･ 銅
酉一 ハーブ;から矛

お年玉プレゼント. ハハレ１／３
ご来店のお客さまにお楽しみプレゼントをもれなく。

年末は3 0 日⑤まで、
新年は元旦正午より営業。ﾌﾟﾛ

サウナとエステテイック

神戸l/ﾗﾂ ｲ ｽ ｻ ｳ ﾅ
Ｚ１２Ｉ・O78-32Z-‘”２

神戸市中央区下山手通2 - 2 - 1 0 ●ワシントンホテル向かい 営業時間／朝1 0 時～夜3 時年中無休
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I寵謂蕊冒i“

音
楽
の
最
先
端
を
ゆ
く
芦
沢
魁
作
愚
弄
青
肇
電
…
松
原
卓
也

「
フ
ル
バ
ン
ド
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
関
西
で
優
れ
た
奏
者
を
集
め
る
の
は
大
へ
ん
で
し
ょ
う
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ら
現
実
に
な
る
の
で
す
」
。
芦
沢
さ
ん
の
ス
タ
ジ
オ
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
壁
を
埋
め
尽
く
し
、
接
続
さ

れ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
を
弾
く
と
、
テ
レ
ビ
の
画
面
に
は
そ
の
音
が
分
析
さ
れ
、
音
符
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
と
い
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
流
れ
て
い
る
無
機
的
な
音
楽
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
。
じ
ゃ
な
く
て
、
バ
イ

オ
リ
ン
に
し
ろ
、
ビ
ブ
ラ
ー
ト
を
か
け
た
り
、
本
物
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
。

発
明
家
（
芦
沢
さ
ん
が
新
譜
の
テ
ー
プ
を
聞
き
、
そ
れ
を
キ
ー
ボ
ー
ド
で
弾
く
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
分
析
し
、
光
デ
ィ
ス
ク
に

フ
ァ
イ
ル
さ
れ
る
と
い
う
カ
ラ
オ
ケ
や
、
音
が
頭
の
回
り
を
捌
度
ぐ
る
り
と
回
る
ス
ー
パ
ー
３
Ｄ
サ
ウ
ン
ド
等
。
他
に
も
如
も
の
権

利
を
持
つ
）
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
会
社
経
営
者
で
あ
り
、
オ
ル
ガ
ン
奏

者
で
あ
り
、
Ｃ
Ｍ
の
映
像
や
音
楽
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
製
作
、
一
昨
年
に
は
六
甲
山
で
レ
ー
ザ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開

催
す
る
な
ど
、
多
方
面
に
活
躍
。
虹
世
紀
に
向
け
て
、
誰
も
し
て
い
な
い
事
を
可
能
に
す
る
事
を
喜
び
と
し
、
イ
タ
リ
ア
に
い
た
頃

に
触
れ
た
美
し
い
景
色
、
温
か
い
人
と
の
触
れ
合
い
か
ら
培
わ
れ
た
感
性
、
発
想
を
持
っ
て
、
前
進
。
現
在
、
住
之
江
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
淀
川
ロ
マ
ン
街
道
構
想
等
、
音
を
軸
に
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
、
夢
追
い
人
で
あ
る
。

、
閲
Ｈ
Ｐ
門

諏
画
一
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デー－一＝蒔胃＝一画

庫
Ｍ
Ｇ
会
が
発
足
し
た
。
経
営
の
長
期

的
視
野
に
立
っ
て
企
業
の
将
来
を
考
え

る
と
、
景
気
・
動
向
等
会
社
の
先
行
に

つ
い
て
不
安
を
覚
え
る
の
が
経
営
者
の

常
で
あ
る
。
そ
こ
で
近
未
来
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
、
又
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
が

将
来
ど
う
い
う
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
行

く
か
に
つ
い
て
、
現
代
の
情
勢
の
洞
察

で
『
日
本
で
一
番
未
来
の
見
え
る
人
』

と
し
て
有
名
な
現
代
人
間
科
学
研
究
所

所
長
の
飛
岡
健
先
生
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
昭
和
健
年
よ
り
一
日
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

先
生
の
講
演
と
受
講
者
の
相
談
を
交

互
に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の

実
を
あ
げ
る
目
的
か
ら
、
参
加
者
を
記

名
以
内
に
す
る
勉
強
会
で
、
年
３
回
開

催
し
て
い
る
。
毎
回
セ
ミ
ナ
ー
後
、
交

流
会
を
行
い
、
本
業
・
事
業
の
多
角
化

に
つ
い
て
先
生
に
適
格
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
示
唆
し
て
い
た
だ
き
大
き
な
刺
激
を

受
け
て
い
る
。

石
川
県
の
能
登
半
島
に
て
門
前
町
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
町
お
こ

し
と
し
て
、
町
当
局
と
先
生
と
で
マ
ン

ダ
ラ
村
を
作
り
、
人
間
修
養
の
場
と
し

て
道
場
を
作
っ
た
の
で
、
当
グ
ル
ー
プ

が
共
同
で
土
地
を
取
得
し
て
研
修
所
を

作
る
『
神
戸
マ
ン
ダ
ラ
ク
ラ
ブ
』
を
今

回
発
展
的
に
設
立
し
た
。
兵
庫
Ｍ
Ｇ
会

は
現
在
主
幹
を
（
資
）
オ
カ
モ
ト
の
岡
本

碩
也
社
長
、
事
務
局
を
（
株
）
須
藤
の
須

藤
仁
一
専
務
が
メ
ン
バ
ー
の
世
話
役
を

し
て
い
る
。

■
事
務
局

己
０
７
８
１
８
５
１
７
２
８
５

. 一＝

昭
和
帥
年
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム

に
よ
る
経
営
の
疑
似
体
験
を
通
じ
て
、

異
業
種
交
流
の
場
と
し
て
兵
庫
ダ
イ
ハ

ツ
販
売
の
後
藤
社
長
を
主
幹
に
し
て
兵

鼠胤窪

’一
三

『ｮ 1

＝＝二コ

-霞謹 顎
鶏
麹雪 鶴

蔵
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日
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未
来
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見
つ
め
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経
営
者
た
ち

■
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「
｛こ

い

一

一

心

徳
育
・
体
育
・
知
育
の

均
衡
し
た
一
貫
教
育

加
藤
隆
久

生
田
神
社
宮
司

一・二ヨー国因
司弓

笠

職 鯛~砥
一

霧蕊 瀞
零

Ｈ艮一
＝Ｕｆ言甜

Ｐ =一
い
『 一

円
》

= 一

書:」
一再

一
一

醸 5ｒ

静 一
》
一
》

］＝

長弓長弓
〆
唇
一

〆
唇
一 一

冊
昏
琴 別 鱈

写二
壱l』

Ｌ｣ 「
｛こ

い

■
連
絡
先

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
本
町
二
丁
目
二
十
九
番

十
五
号

甲
南
学
園
同
窓
会
事
務
局

冠
○
七
八
’
八
四
二
’
○
三
五
七

六
甲
の
山
な
み
を
背
に
茅
淳
の
海
原

を
見
晴
か
す
素
晴
し
い
環
境
の
中
、
雰

囲
気
は
国
際
都
市
神
戸
そ
の
ま
ま
に
充

実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
自

分
の
個
性
が
カ
ラ
ー
と
な
る
リ
ベ
ラ
ル

な
旧
制
高
校
か
ら
大
学
へ
と
発
展
し
て

来
た
の
が
甲
南
学
園
で
あ
る
。

平
生
鉱
三
郎
先
生
が
「
少
し
で
も
世

の
中
に
つ
く
し
う
る
人
間
を
育
て
た
い
。

制
度
上
で
は
画
一
的
な
教
育
を
避
け
個

々
の
人
間
の
才
能
を
の
ば
し
う
る
教
育

を
つ
づ
け
た
い
」
と
提
唱
さ
れ
た
徳
育

・
体
育
・
知
育
の
均
衡
し
た
一
貫
教
育

の
理
想
の
実
現
を
願
っ
て
、
昭
和
二
十

六
年
に
大
学
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
本

年
、
開
学
四
十
周
年
を
迎
え
た
。

旧
制
高
校
・
大
学
を
通
じ
て
甲
南
の

卒
業
生
で
結
成
さ
れ
て
い
る
神
戸
甲
南

会
も
本
年
二
十
周
年
を
迎
え
た
。
毎
月

欠
か
さ
ず
第
三
水
脈
日
午
後
六
時
か
ら

例
会
を
開
き
続
け
て
二
十
年
が
経
過
し
、

そ
の
間
約
二
百
回
に
も
及
ぶ
講
演
が
行

わ
れ
て
い
る
。
神
戸
甲
南
会
は
同
窓
生

と
母
校
を
結
ぶ
懸
橋
で
も
あ
る
。

今
宵
例
会
場
の
平
生
記
念
館
で
は
、

そ
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

卒
業
生
の
嘉
納
菊
正
宗
社
長
の
鏡
開
き

の
正
式
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
鏡
が
開

か
れ
、
会
員
家
族
も
ま
じ
え
、
甲
南
の

美
酒
に
酔
っ
た
の
で
あ
る
。
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わたしとメガネ

☆
筒井康隆
く作家＞

眼の下のたるみ、眼尻の雛いわゆ
るカラスの足跡、そのようなもの
を隠すための眼鏡であったものが、
視力の衰えとともに必需品となり、
今や眼鏡なしで外へ出ればハダカ
同然の心境。
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１２月１５日（日）､クルージング客船「飛鳥｣( 2 , 7 0 0 ﾄ ﾝ )が、
青空の下、多くの見学者の拍手の中、神戸に初入港した。
歓迎セレモニーで、同客船の稲垣孟船長は、「これから何
度も寄港することになりますが、是非ともクルーズの楽し
さを味わって頂きたい」と挨拶した。

副＝一
一壱 .

蔭 竃 =紗､１
一志＝ー一坐

噸
圭一

》
一
一一

ラ

配
一
一
一

．
凸

一

一一一

稲垣需際堰飛鳥の完成によってクルージング時代が幕を開ける

豪華客船「飛鳥」
神戸初入港

叩
型

ウベスナッフ

Ｅ

一

脆詞

運輸省航海訓練所の練習帆船「日本丸」（2 , 5 7 0 トン）と
姉妹船の「海王丸」（2 , 5 5 6 トン）が神戸港に同時入港し、
冬の神戸港を彩った。両帆船の神戸入港は' ２月の恒例行事
とも言えるほど､ すっかりお馴染みになっているが、相変わ
らずの人気で、大勢の人がかけつけた。

回り| 雷

ン

周

W Ｖ

海王丸と日本丸の美しい船体が冬の港に映える少
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一
九
四
三
年
二
月
二
十
六
日
、
パ
リ
で
生
ま
れ
る
。
パ
リ
・
ボ
ザ

ー
ル
美
術
学
校
で
建
築
学
を
学
び
、
パ
リ
大
学
で
経
済
学
学
士
号
、

国
立
東
洋
語
学
校
で
中
国
語
学
士
号
を
取
得
す
る
。
ラ
オ
ス
・
フ

ラ
ン
ス
大
使
館
で
二
年
間
在
務
し
た
後
、
い
よ
い
よ
弱
年
に
わ
た

る
芸
術
活
動
を
開
始
す
る
。

あ
る
人
は
彼
を
天
才
と
呼
ぶ
。
天
才
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
の

リ
ズ
ム
が
彼
の
絵
に
は
感
じ
ら
れ
る
と
。
西
洋
美
術
だ
け
で
は
な

い
。
東
洋
語
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
絵
に
大
き
く
影
響
し

た
。
一
九
七
○
年
、
初
来
日
し
た
際
、
岡
本
太
郎
氏
に
出
会
い
、

テ
ン
ペ
ラ
と
日
本
画
を
学
ぶ
。
一
九
七
五
年
に
は
、
陶
芸
の
藤
原

雄
氏
、
漆
器
工
芸
の
井
波
唯
志
氏
ら
と
出
会
う
。
こ
れ
ら
を
経
て

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
の
制
作
は
、
禅
に
近
い
精
神
的
探
究
の
方
向
へ

と
向
い
て
い
く
。

と
に
か
く
日
本
に
一
目
ぽ
れ
し
た
、
と
彼
は
流
暢
な
日
本
語
で

語
る
。
京
都
へ
行
っ
て
お
寺
を
見
る
。
華
道
の
心
、
茶
道
の
心
、

自
分
の
気
持
ち
に
こ
ん
な
に
ぴ
っ
た
り
く
る
も
の
が
あ
る
と
は
、

と
驚
い
た
。
掛
軸
の
墨
絵
が
昔
か
ら
好
き
だ
。

自
然
に
任
せ
て
描
く
抽
象
的
な
絵
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
具
象

的
な
何
か
が
意
図
的
に
含
ま
れ
る
。
絵
を
よ
く
見
て
欲
し
い
。
そ

れ
は
人
で
あ
っ
た
り
、
烏
で
あ
っ
た
り
す
る
。
抽
象
と
具
象
。
す

る
と
絵
は
と
た
ん
に
、
あ
た
た
か
く
な
る
の
だ
。
生
命
の
あ
た
た

〆

之
亜
『
匡
刀
ｍ
Ｑ
。
Ｑ
ト
○
く
、

か
さ
、
そ
れ
は
彼
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
．
日
本
の
人
だ
け
で
な

く
、
全
世
界
の
人
達
に
彼
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
何
が
一
番
人

間
に
と
っ
て
大
切
か
を
、
彼
は
問
い
か
け
て
い
る
。
．

彼
が
描
く
の
は
自
分
の
未
来
だ
。
描
き
な
が
ら
、
自
分
の
深
み

に
は
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
底
辺
に
た
ど
り
つ
く
と
共
に
、
夢
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
の
夢
は
単
に
彼
だ
け
の
夢
で
は

な
い
。
完
成
し
た
絵
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
そ
れ
を
見
て
、

個
々
の
夢
に
入
れ
か
え
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
れ
が
で
き
る
よ
う

に
、
彼
は
自
分
の
絵
に
解
説
は
つ
け
な
い
。

絵
の
原
点
は
、
人
と
自
然
、
そ
し
て
水
だ
。
地
中
海
を
訪
れ
た

多
く
の
画
家
が
、
そ
の
絵
の
色
を
変
え
た
よ
う
に
、
深
い
ブ
ル
ー

は
彼
の
絵
を
も
支
配
し
て
い
る
。
水
は
人
を
生
み
だ
し
、
そ
し
て

す
べ
て
を
生
み
出
し
た
。
人
間
も
自
然
も
生
き
る
目
的
は
同
じ
、

自
然
を
守
っ
て
そ
の
力
を
受
け
入
れ
て
い
く
の
は
、
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
の
人
間
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
の
だ
。

神
戸
そ
ご
う
店
に
て
、
枢
月
仰
日
よ
り
個
展
を
行
っ
た
。
来
神

し
た
彼
の
柔
和
な
笑
顔
は
、
あ
た
た
か
い
も
の
が
好
き
な
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
「
自
然
と
愛
」
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
が
祈
り
を
込
め
て

描
く
世
界
は
我
々
・
日
本
人
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。
自
然

と
人
間
の
持
つ
神
秘
性
を
描
く
彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
時
代
を
超

え
る
。 湖

ク
蕊
迩
蝋
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ャ
フ
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キ
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小鳥を伴う女神

女神は空の小鳥に
安らぎを与え
すべての愛を
ふりそそぐ

小鳥は女神のそばに
冬は暖まりに
夏には涼みに飛んで来る

女神の声を聞くと
再会のよろこびに
小鳥はくるくる無い飛ぶ

女神は愛情こめて小鳥を見る
ひとたび小鳥が止まると
羽毛のような女神のマントに
小鳥の和毛が混ざる

生まれたばかりα雛鳥に
やさしい微笑
はたまた時として一粒の涙
それはいつも来る鳥が姿を兄せぬとき

ダイアモンドより
はるかに清らかな
女神の愛がきらめく
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神秘の滝
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